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買物難民問題における行政関与のあり方 
― 「町営」スーパーに内在する課題を中心に ― 
 






















































































































































































注） 人口は 2015年国勢調査．うち旧歌登町は 05年国勢調査，旧朝日町は住民基本台帳人口（05年8月）． 
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４） 『北海道新聞』 2008年 8月 28日 朝刊 旭川・上川地方版 「ホクレンしべつ 来月末閉店 『集客回復見込めず』 売り上げ低迷，
店舗老朽化」，『北海道新聞』 2016年4月14日 朝刊 空知地方版 「Ａコープ納内店閉店 深川 売上げ低迷 ９月で」，『北海道新
聞』 2016年3月16日 朝刊 空知地方版 「小型スーパー『ダ・マルシェ』 利便性と採算両立 沼田出店へ 愛別の１号店ルポ」※Ａ
コープ事業の赤字を裏づける関連記事は道内分だけでも複数ある．たとえば，納内店の2014年度の赤字は約800万円である．旧愛
別店は年間約2千万円の赤字が続いていた． 
５） 『北海道新聞』 2016年2月9日 朝刊 苫小牧・日高地方版 「Ａコープ閉店 コンビニに 高齢者の支援課題 新冠 常連客に戸惑
いも」※Ａコープの閉店は道北地区に特有の現象ではないと思われる．  
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６） 「食品スーパー21社の経営戦略 アークス」，『激流』 2016年8月号，p.18-19，国際商業出版．※生鮮食品の供給は食材の集中加
工施設であるプロセスセンターのほかに，小型店を管掌する母店（基幹店）のインストア加工が担う．なお，生鮮食品とは青果，鮮魚，
精肉の 3つのカテゴリーからなる．これに総菜（デリカテッセン）を加えて生鮮4品と表することがある． 











１１） 41.4％（資料：北海道高齢者保健福祉課・2015 年 1 月現在）※高齢化率とは 65 歳以上の高齢者人口が総人口に占める割合を示
す． 
１２） 『北海道新聞』 2016年8月10日 朝刊 全道版 「『町営』スーパー開業へ コープさっぽろ，北竜公社と提携」※生協がスーパー
を運営する公社から商品代金と配送料を受け取り，商品を生協直営の食品工場から公社に届けることが提携内容の柱である． 
１３） 『北海道新聞』 2016年8月11日 朝刊 空知地方版 「Ａコープ後継店入居 沼田の商業施設着工」，『北海道新聞』 2016年6月
30日 朝刊 空知地方版 「新商業施設 負担6000万円増 沼田町 国の補助減額響く」※約7億円のうち約3億5千万円が沼田町
の町費で，国の補助金は約２億円の予定である．残りの約1.5億円は施設の運営会社が資金を借り入れて負担する． 
１４） 『北海道新聞』 2016年2月13日 朝刊 空知地方版 「新商業施設運営に補助 沼田町 開業後15年，毎年の方針」   
１５） 『北海道新聞』 2016年6月23日 朝刊 全道遅版 「苦肉の‘町営’スーパ  ー 北竜 Ａコープ撤退，後継店誘致も破談」，『北海道
新聞』 2016年3月18日 朝刊 空知地方版 「道北アークス出店見送り 北竜の新商業施設 テナント白紙に」 
１６） 『北海道新聞』 2016年8月10日 朝刊 空知地方版 「『スーパー存続見えた』 北竜 コープ協力を町民歓迎」   
１７） 『北海道新聞』 2016年2月27日 朝刊 空知地方版 「Ａコープ北竜店の代替商業施設 道北アークスと出店協議」※事業費の半
分を北竜町が負担し，残りは国の補助金を活用する計画である． 
１８） 『北海道新聞』 2016年3月10日 朝刊 空知地方版 「沼田の商業施設補助 『安心な買い物応援』 町議会で金平町長」    
１９） 『北海道新聞』 2016年3月16日 朝刊 空知地方版 「小型スーパー『ダ・マルシェ』  利便性と採算両立 沼田出店へ 愛別の１
号店ルポ」  
２０） 『北海道新聞』 2016年2月19日 朝刊 旭川・上川地方版 「ホクレンも移動販売参入 ４月から市内と南富良野で 買い物弱者支
援 ６方面で週１回」    




恵内村の 4自治体である．このうち浦臼町・神恵内村・幌加内町の 3町村はＣＶＳがない自治体である． 
２３）組み合わせによる最適化とは，問題解決にあたって，条件を満たす解（ソリューション）のなかで一番よい解が必要十分ではない場
合，条件に合致する複数の解を組み合わせることによって全体をカバーできる最適な道を生み出すことを意味する． 





                                                                                                          
ティアとすればオペレーションコストを相当程度抑えることができる． 






２８） 「お届けビジネス 主役への挑戦 個配 コープさっぽろ」，『激流』 2016年7月号，p.24-26，国際商業出版. 
